
学校教育目標《 夢をもち 心豊かに たくましく生きる 神野っ子の育成 》

新しい年を迎えました
明けましておめでとうございます。旧年中はたいへんお世話になりました。

今年もよろしくお願いいたします。

令和５年度の 3学期です。学校にとって 3学期はその学年のまとめの大切な

時節です。学習面においても、生活面においても、その学年として学ぶべき内容

身につけることができているか、しっかり確かめながら次の学年への送り出せる

ようにしていきたいと思っております。

6年生にとっては小学校生活もあと 3 ヶ月。思い出づくりと、中学校への準備

と、日々を大切に過ごしてくれることを願っております。卒業式が最後で最高の

日として迎えられるようにしっかり応援していきます。

※辰年は陽の気が動いて、活力旺盛になり、大きく成長し、形がととのう年だそうです。

子どもたちにとっても学校にとってもそんな一年になるように頑張ります！！

12月行った行事紹介

〇キッズマート（5年生）

12月 5日（火）、5年生は佐賀駅南口でお店を開き、野菜、パン、お菓子などを販売しました。

これは、総合的な学習として 5 年生が行っているもので、NPO の鳳雛塾の協力を受けながら、1 年間かけて

お店の開業を通して経営、経済を学ぶ学習です。これまで、子どもたちは、お店のコンセプトを決め、企画書を書

き、仕入れの仕方、もうけを出す値段の付け方などさまざまな学習をしてきました。そして、この日にお店を開店！！

子どもたちにとってはこれまでの学習の成果を出す日でもありました。保護者の方々、地域の方々がたくさんお

客さんとして来店してくださったおかげで、どのお店も完売。子どもたちのやりきった表情が印象的でした。

この満足げな表情もよかったのですが、その 2 ヶ月ほど前に銀行から資金を借りるために企画書を銀行の方

に見せるという学習が行われたときの子どもたちの緊張した表情もよかったです。企画書が通らず何回も書き

直している姿、これぞまさしく生きた学習だなあと感じました。

楽しい学校のステキな子供たち
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「これ、おいしいですよ。」

商品の説明を頑張りました。

売り切るためのラストスパート。

「いらっしゃい、いらっしゃい。」

長蛇の列。

「最後尾はここです。」

1 月 1 日に石川県能登半島で

大きな地震がありました。ご親戚

やお知り合いに被災された方は

いらっしゃらなかったでしょうか。

何もない日常に感謝しながら生

活しなければと強く感じました。

３学期の合い言葉は

「おかげさま・お互いさま」です。



〇人権集会

12月の人権週間にあわせ、12月 11日（月）に本校でも体育館に全児童が集合し、人権集会を行いました。

先月の学校便りでもお知らせしておりましたが、10 月、11 月に大きないじめ事案がありましたので、相手を思

いやる心の大切さと、「いじめ」についてもう一度全校で共通理解することを目的に行いました。

〇キッズマート

１月行事予定

9日（火）3学期始業式

いじめ・いのちを考える日

10日（水）給食開始

19日（金）新入児保護者説明会

25日（木）なかよし交流会（1年生と幼稚園児との交流）

30日（火）PTA運営委員会

２月行事予定

1日（木）いじめ・いのちを考える日

9日（金）5校時授業参観 6校時学年末懇談会

15日（木）心の劇場（6年生）劇団四季ミュージカル鑑賞

16日（金）卒業を祝うぼたもち会

22日（木）さわやか読書（にこママ読み聞かせ最終日）

27日（火）グローバル人材育成講演会（6年生）

① 絵本「ええところ」の読み聞かせ

自分のいいところが見つからずに悩んで

いる女の子が友達から「学級で一番手が温

かい」とほめられたことで自信を持ち、周り

の友達との交流も広がっていく話を、三人の

先生方がしっとり読み聞かせをしました。関

西弁で表現されているステキな話でした。

②人権標語の紹介

「みんなすき いっしょにあそぼ たのしいね」（1年張天東さん）

「あそぼうよ その声一つで 笑顔あふれる」（2年西未弥美さん）

「いじめは 人の心にきずをつける その心はもうもどらない」（3年田口日南子さん）

「心のなみだ 見えないから 心で感じ 心でよりそえ！」（4年川崎葵さん）

「ともだちを きずつけてからは もうおそい」（5年上田彩梨紗さん）

「マジごめん うすい言葉で 終わらせないで」（6年平田咲月さん）

全校で取り組んだ人権標語の

中から各学年 1名を代表として

紹介しました。子どもの経験か

ら創られた作品です。子どもた

ちも人間関係の中でいろいろと

考え悩みながら過ごしているこ

とがうかがえる作品です。

③校長の話 いじめについて、子どもたちにも統一した見解をもってもらいたいという思いから、「人権とは」「いじめとは」という

話の後、「傍観者もいじめに加わったことと同じ、いじめを見かけたら解決のために行動してほしい。」と話しました。子どもたちに

は、周りに流されず、善悪を判断し行動する強い心をもって欲しいと願っています。

〇佐賀市教育委員会からのお願い

12 月の佐賀市議会の一般質問で、学校への車での送迎によって交通渋滞が起こっている実情について質

問がなされております。それを受け、佐賀市教育委員会からお願いがきました。

学校への通学は原則徒歩です。通勤時間と登校時間が重なることで、学校によっては交通渋滞を引き起こ

し、児童生徒の安全を脅かす事態となっています。隣接校選択で校区外からの場合も、「原則徒歩」ということは

記載されておりますので、今一度ご理解とご協力をお願いします。

けがや病気等により、送迎が必要な場合は、学校までご連絡ください。一番心配していることは、送迎の車と

児童との事故です。これだけは絶対にあってはいけません。そのためにも学校への車の乗り入れは極力減らした

いものです。ご理解いただきますようにお願いいたします。


